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新中学１年生へ
子育て支援医療費受給者証を送付

問家庭支援課（☎983‒1112）

　子育て世代の経済的負担の軽減を図
るため、中学３年生までを対象に入院・
通院時の医療費を助成しています。
　新中学１年生に有効期限を令和９年
３月まで延長した受給者証（白色・さく
ら色の計２通）を３月中に送付します。
※中学生は入院と通院で提出する受給

者証が異なりますので、ご注意くだ
さい。
※生活保護など、他の公的医療制度を
受けているのに受給者証が届いた人
や、対象年齢の範囲内にもかかわら
ず、受給者証をお持ちでない人は、
お問い合わせください。

■助成内容
０歳～小学生 中学生

入　

院

受給者証（白色）
【自己負担額】
１カ月200円
※１医療機関ごと、
　医科・歯科別。

受給者証（白色）
【自己負担額】
１カ月200円
※１医療機関ごと、
　医科・歯科別。

通　

院

受給者証（さくら色）
【自己負担額】
１カ月200円
※１医療機関ごと、
　医科・歯科別。

※０歳～小学生の受給者証は白色１枚です。

　

第
七
回
徒
然
草
エ
ッ
セ
イ
大

賞
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　
「
と
き
め
き
」
を
テ
ー
マ
に

　

第
二
回
松
花
堂
昭
乗
イ
ラ
ス

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
全
国

か
ら
イ
ラ
ス
ト
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
26
都
道
府
県
か
ら

合
計
５
８
８
件
（
高
校
生
の
部

83
件
、中
学
生
の
部
１
９
７
件
、

小
学
生
の
部
３
０
８
件
）
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
の
決
定
に
伴
い
、

２
月
３
日
に
授
賞
式
を
市
役
所

で
開
催
し
、
表
彰
と
受
賞
作
品

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
賞
と
特
別
賞
、
各
部
門
の

問生涯学習課（☎983‒3088）

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）
に
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
４
月
19
日

（
金
）
ま
で
市
役
所
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
（
平
日
の
み
）
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆

一
般
の
部

高た
か

山や
ま

恵え

利り

子こ

　
　
　
「
幸
せ
の
匂
い
の
す
る
家
」

◆

中
学
生
の
部

太お
お

田た

理り

穂ほ

　
　
　
「
魔
法
の
箱
と
幸
せ
な
時
間
」

◆

小
学
生
の
部

溝み
ぞ

上う
え　

ふ
み

　
　
　
「
私
の
妹
と
私
の
願
い
」

大　賞大　賞 安
や す

永
な が

桃
も も

歌
か

　「40億年後の夜」

第二回松花堂昭乗イラストコンテスト 第七回徒然草エッセイ大賞受賞者決まる

全
国
か
ら
エ
ッ
セ
イ
（
随
筆
）

作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
46

都
道
府
県
お
よ
び
海
外
２
カ
国

か
ら
合
計
２
４
０
４
件
（
一
般

の
部
１
１
６
１
件
、
中
学
生
の

部
７
４
４
件
、
小
学
生
の
部
４

９
９
件
）
の
応
募
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
部
門
の
大
賞
受
賞
者
と
作

品
名
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

　

全
受
賞
作
品
等
は
、
３
月
18

日
（
月
）
か
ら
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
）
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
受
賞
作
品
を
掲
載

し
た
入
選
作
品

集
（
貸
出
用
）

は
各
市
民
図
書

館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

授
賞
式
を
配
信
し
ま
す

　

３
月
16
日
（
土
）
に
石
清
水

八
幡
宮
で
開
催
す
る
授
賞
式
を

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
し
ま
す
。

詳
細
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞
の
受
賞
者
と
作
品
名

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

　

受
賞
作
品
等

は
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
上

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

最  優  秀  賞 ◆ 高校生の部 土
ど

肥
い

優
ゆ う

生
せ い

　「いつも通りの」
◆ 中学生の部 田

た

口
ぐ ち

湊
み な

都
と

　「わたしのセカイ」
◆ 小学生の部 永

な が

井
い

秀
しゅう

弥
や

　「おにぎりアカネ飛行船」

　
「
八
幡
市
立
就
学
前
施
設
再

編
の
基
本
方
針
」
を
踏
ま
え
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
公
立

就
学
前
施
設
の
一
部
を
再
編
し

ま
す
。

❶
や
わ
た
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　
「
み
そ
の
保
育
園
」
を
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
て
「
八
幡

幼
稚
園
」
と
統
合
し
、
名
称
を

「
や
わ
た
こ
ど
も
園
」
に
改
め

ま
す
。

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚

園
と
保
育
園
の
両
方
の
機
能
を

あ
わ
せ
持
つ
施
設
で
、
３
歳
児

以
上
で
あ
れ
ば
保
護
者
の
就
労

等
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用

で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。

❷
さ
く
ら
幼
稚
園
に
つ
い
て

　
「
八
幡
第
三
幼
稚
園
」
に
「
八

幡
第
四
幼
稚
園
」
を
統
合
し
、

名
称
を
「
さ
く
ら
幼
稚
園
」
に

改
め
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
休
園
中

の
「
八
幡
第
二
幼
稚
園
」
も
廃

止
し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
（
☎
９
８
３
･
１
１
０
７
）

公
立
就
学
前
施
設
の

一
部
再
編
に
つ
い
て

マイナポータルで
転出届の提出が可能に

問市民課（☎983‒2759）

　

電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

は
、
国
内
へ
の
転
出
届
に
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
可
能
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
と
、
八
幡
市
役
所

へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
自
身
単
身
で
の
引
っ
越

し
の
ほ
か
、自
身
と
同
一
世
帯
員
、

自
身
以
外
の
世
帯
員
の
場
合
で
も

利
用
可
能
で
す
。

※
国
外
の
転
出
・
転
入
は
、
来
庁

に
よ
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転

出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入

届
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

（
上
記
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）。

白身魚特別賞とは　当コンテストの選考委員を務め、「白身魚」の名義でも活動する
八幡市出身のイラストレーター堀口悠紀子氏が選考する賞です。

 白身魚特別賞 寺
て ら

口
ぐ ち

禮
れ い

　「夢をみ続けて」


